
全体目標を策定
平成２８年度～

平成27年度シマフクロウ生息地拡大に向けた環境整備計画に係る
全体目標策定検討の流れ

⇒環境省として、今後の公共事業の事業者等に活用
されることを期待するもの

✔実現可能性、評価・モニタリング手法の有無
✔関係する行政計画との整合性
✔質的・間接的な要素の検討

環境省として、シマフクロウの生息地拡大に向けた環境整備の取組を進める一環として、環境
整備対象地の選択及び具体的事業を進めるに当たっての全体目標について検討を行う。

目
的

・分散の促進
・優占メッシュの広がり

✔分散促進に効果的な環境
整備の対象地を評価

シマフクロウ生息地拡大に向けた環境整備計画（平成25年３月策定）

関係行政機関
…森林管理局、開発局、北海道等

✔環境省としては、公共事業等において生息環境に積極的な配慮や直接的に生息環境の整備
が進むよう調整していく

✔そのためには、「どの地域で、どこまで（個体数増を目指す）実施するか」を示す必要がある

・公共事業等との調整
・民間活動への活用
・現地における補完的調査（？）

生息適地評価 自然分散予測

環境研究総合推進費
研究成果の活用

調整

✔100年間の絶滅可能性10％
以下となる個体数（最小存続
可能個体数（MVP））の検討

繁殖率、出生数、分散率、死亡率、
カタストロフ等

個体群存続可能性分析（PVA）

既存情報の収集

１）過去の個体数動態との比較

2）初期個体数を変化させて試行

生息適地マップの作成

✔既存生息地の生息状況を指
標にして北海道全域の生息適
地及び環境収容力を評価

✔面的な広がりやすさを評価

目標つがい数と分散促進に効果的な環境整備対象地の検討

シマフクロウ
の生息情報

環境情報
データ

１）増加と分散の進捗を予測

2）環境整備を想定したシミュレー
ションを複数のパターンで試行
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「鳥獣の保護及び管理を図るための事業を実施するための基本的な指針」 

（平成 26 年 12 月 16 日付 環境省告示第 133 号）（抜粋） 

 

Ⅰ 鳥獣保護管理事業の実施に関する基本的事項 

 

－省略－ 

 

第八 鳥獣への安易な餌付けの防止 

鳥獣への安易な餌付けは、人の与える食物への依存、人馴れが進むこと等

による人身被害、農作物被害、個体間の接触が進むことによる感染症の拡大、

餌付けを行った者による感染症の伝播等の誘因となり、生態系や鳥獣の保護

及び管理への影響を生じさせるおそれがある。 

このため、国及び都道府県は希少鳥獣の保護のために行われる給餌等の特

別な事例を除き、地域における鳥獣の生息状況や鳥獣被害の発生状況を踏ま

えて、鳥獣への安易な餌付けの防止についての普及啓発等に積極的に取り組

むものとする。また、鳥獣を観光等に利用するための餌付けについても、鳥

獣の生息状況への影響が最小限となるよう、また、鳥獣被害、感染症の拡大

又は伝播の誘因となることがないように十分配慮するものとする。 

希少鳥獣の保護のために行われる給餌についても、高病原性鳥インフルエ

ンザ等の感染症の拡大又は伝播につながらないように十分な配慮を行うもの

とする。 

さらに、不適切な生ごみの処理や未収穫作物の放置は、結果として鳥獣へ

の餌付けにつながり、鳥獣による生活環境や農林水産業等への被害の誘因に

もなることから、安易な餌付けが行われることのないよう、鳥獣の生息状況

を踏まえながら地域社会等での普及啓発等にも努めるものとする。 

 

－省略－ 

 

 




